　今月の樹・キョウチクトウ
甲山森林公園では見かけることはないが、阪神間の公園や高速道路等でよく見られる花にキョウチクトウがある。細長くて厚つぼったい葉を３枚づつ輪生させ、樹木の花の少ない夏の間じゅう、株全体に紅い花をつけるので、公園樹や庭園樹としてよく植栽される。原産はインドから中東、地中海地方とされ、日本へは中国をへて江戸時代に導入されたとされる。 

　原産地でも乾燥地や砂埃をあびる路傍などでも元気に花をつけているとのことで、日本でもS４０年代の大気汚染の激しかったころ、キンモクセイやサクラなど、他の木がどんどん弱って行くのに、この木だけは全く平気で盛んに花をつけるため、都市公園や工場等の緑化樹として多く植栽されて来ました。広島市や尼崎市では工業都市の象徴として市の花にも採用されてきたほどです。

キョウチクトウ（夾竹桃、学名: Nerium oleander var. indicum）は、キョウチクトウ科

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%A7%E3%82%A6%E3%83%81%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%A6%E5%B1%9E" \o "キョウチクトウ属" キョウチクトウ属の常緑

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%8E%E6%9C%A8" \o "低木" 低木もしくは常緑小高木で、名の由来は葉がタケに似ていること、花がモモに似ていることからとのこと。樹高3mになる。若枝はやや太く、緑色の微毛がある。葉は通常三輪生し厚い皮質の線状披針形で長さ15-27cm、尖頭で全縁無毛。もともと夏の乾燥の激しい地方の植物で、葉の構造も乾燥に耐えられるようになってる。ふつうの植物では、空気の出入りする気孔は葉の裏面にむき出しになっているが、キョウチクトウではややくぼんだ穴の中にあり、しかも、細い毛でおおわれていて、無駄に水分を放出しない構造になっている。このような構造が亜硫酸ガスなどの汚染物質に対しても有効なのかも知れません。 

花は、6月末より残暑の頃である9月末まで開花する。花弁は基部が筒状、その先端で平らに開いて五弁に分かれ、それぞれがややプロペラ状に曲がる。ピンク、黄色、白など多数の園芸品種があり、八重咲き種もある。日本では適切な花粉媒介者がいなかったり、挿し木で繁殖したクローンばかりということもあって、受粉に成功して果実が実ることはあまりないが、ごくまれに果実が実る。果実は細長いツノ状で、熟すると縦に割れ、中からは長い褐色の綿毛を持
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った種子が出てくる。
夾竹桃には種々の強心配糖体が含まれているが，量的にもっとも多いのは オレアンドリンoleandrinである。このoleandrinは、葉、枝、根、果実と植物全体に含まれ、毒性は青酸カリよりも強く、致死量は0.30mg/kgで ある。植物体だけでなく、周辺の土壌にも毒性をもつ。熱によって分解されにくい性質があり、生木のまま燃やすと、その煙にも毒成分が含まれる為、吸い込むと危険であるという。腐葉土にしても1年間は毒性が残るため、腐葉土にする際にも注意を要するとされる。
中毒事例 として、
・枝を箸代わりに利用し、中毒した例がある。
・枝を串焼きの串に利用して死亡者が出た例がある。

・1980年に、千葉県の農場で牛に与える飼料の中にキョウチクトウの葉が混入する事故があり、この飼料を食べた乳牛20頭が中毒をおこし、そのうちの9頭が死亡した。
キョウチクトウは悪い環境下でも強く優れた園芸植物ではあり、都市公園や、高速道路の緑化樹としては欠かせない樹木である。また、強心剤成分を含み、生薬としての利用もあるが、一方では上述のように強い経口毒性があり、野外活動の際に調理に用いたり、家畜に食べさせたりしないよう注意が必要である。
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参考文献：朝日園芸百科14等。
